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「照沼家住宅主屋」でカヤの葺
き替え！ 職人技を見学者に披露
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国登録有形文化財の「照沼家住宅主屋」でカヤの葺
ふ

き替え作業が行
われ、２月23日、その作業が一般に公開されました。「カヤの厚さ
や角度で機能性が大きく変わります。どんな屋根でもできますと
言えるようになるまでに30年はかかります」という職人技を１人で
担う関正雄さん(常陸大宮市）は、難しさを感じさせない、流れるよ
うな手際でカヤを葺き、見学者を魅了しました。担い手がいない中、
カヤを指示された長さに切ったり運んだりといった作業を手伝うの
は、照沼家の近所に住む照沼満男さん、君枝さん夫妻（照沼）。作
業が完了し一新された屋根は、今後30年間、風雨に耐えていきます。



　村では、65人の民生委員･児童委員が活動し
ています。民生委員･児童委員は主に、援助を
必要とする方々の生活実態の把握や相談援助活
動のほか、役場や社会福祉協議会等、関係機関
への協力などを行っています。
　このたび、２人の民生委員･児童委員が交代
し、平成25年３月１日付で委嘱されましたので、
ご紹介します。
■新任民生委員･児童委員（敬称略）

　

■問い合わせ	 社会福祉課地域福祉推進担当
（☎282-1711 内線1182）

村松北区、原子力機構長堀区の
民生委員･児童委員が代わりました

担当区域 氏　名 住　所 電話番号

村松北区 齋
さいとう

藤　亮
りょういち

一 村松北
二丁目4ｰ16 282-4774

原子力機
構長堀区 大

おおはら

原 比
ひ ろ し

呂志 村松2116ｰ73
E2ｰ103 282-4838

　福祉に関する相談事は、お近くの民生
委員･児童委員にご相談ください。なお、
ご自分の地区の民生委員･児童委員が分
からない場合は、社会福祉課へお問い合
わせください。

　妙高市は新潟県の南西部、長野県と
の境に位置しています。人口は35,460
人（１月現在）、市の鳥は「オオルリ」、
市の花は「シラネアオイ」、市の木は「ブ
ナ」。日本百名山の秀峰妙高山やその
山麓一帯の上信越高原国立公園など、
雄大な自然の景観と四季折々の変化に
富み、有数の観光地となっています。

妙高市ってどんなところ？　３月４日、新潟県妙
みょうこう

高市と「災害時
における相互応援に関する協定」を締結
し、大規模な災害が起きた際に、物的･
人的支援を行うことを取り決めました。
　村では、三重県菰

こ も の

野町、長崎県川
か わ た な

棚
町、富山県砺

と な み

波市に続く４自治体目の
協定締結となり、災害時の支援体制の
強化を進めています。

　なお、妙高市は、東日本大震災の際、いち早く「被災地支援対策
本部」を立ち上げて支援に当たったほか、福島県からの避難者を受
け入れるなどの支援経験があります。一方、村では被災経験がある
ことから、相互に情報を交換し、支援体制づくりにつなげていきます。
問い合わせ▼政策推進課政策推進担当（☎282-1711 内線1332）

茨城県
東海村

新潟県
妙高市

●

新潟県妙高市と“災害時相互応援協定”を締結

　東日本大震災で被害のあった世帯に
対して支給される「被災者生活再建支
援金」（基礎支援金･加
算支援金）の基礎支援
金の申請期限が１年
延長されました。申
請期限は、基礎支援
金、加算支援金とも平成26年４月10
日（木）までです。
●対　　象	 ①住家が全壊または大

規模半壊した世帯 ②住家が半壊し、
または住家の敷地に被害が生じ、倒
壊による危険を防止する等の理由で
やむを得ず住家の全てを解体した世
帯（半壊解体･敷地被害解体）

●問い合わせ	 社会福祉課地域福祉推
進担当（☎282-1711 内線1183）

入
にゅうむら

村 明
あきら

市長と固い握手
を交わしました

基礎支援金の申請期限を延長

「被災者生活再建支援金」の申請
期限は平成26年４月10日（木）まで
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■■国民健康保険被保険者の皆さんへ■■

現在使用している「国民健康保険被保険者
証」（健康保険証）の有効期限は３月31日まで
です。これに伴い、世帯主の方へ平成25年
度の新しい健康保険証を郵送（簡易書留）しま
した。不在で受け取ることができなかった方
は、３月29日（金）の午後１時以降に、郵便
局発行の「不在票」と印鑑を持参の上、保健年
金課（役場行政棟１階）へお越しください。
■■健康保険証が届いたら…■■

　①新しい健康保険証の「住所」「氏名」「性別」
「生年月日」等を必ず確認してください。記載
内容に誤りがある場合や、世帯の中に他の健
康保険に加入している方がいる場合は、保健
年金課へ届け出てください。②平成24年度
のものは、４月以降にはさみ

4 4 4

等で裁断して破
棄するか、保健年金課へ返却してください。

■■学生の健康保険証の交付■■

　進学等で、村外へ住民票を移した場合も、
村の健康保険証を交付することができます。
平成25年度の「在学証明書」と印鑑を持参の
上、保健年金課へ申請してください。
■■「高齢受給者証」をお持ちの方へ■■

　70歳から74歳までで、医療機関での窓口負
担が１割の方は、４月から２割負担とされてい
ましたが、平成26年３月まで１割負担に据え
置かれることになりました。これに伴い、１割
負担の「高齢受給者証」をお持ちの方には、健
康保険証と一緒に、新しい「高齢受給者証」（有
効期限７月31日）を郵送しました。なお、３割
負担の方に変更はありません。※８月以降は、
全ての方を対象に負担割合を判定し、
７月下旬に新しい負担割合が記載さ
れた「高齢受給者証」を郵送します。

■■問い合わせ■■保健年金課国保年金担当（☎282-1711 内線1132）■■

「国民健康保険被保険者証」（健康保険証）の更新時期です

「自立支援医療（育成医療）」の申請は
なごみ･総合支援センターへ

●申請は治療開始前に行ってください！
　事前申請となります。治療開始予定日までに申
請してください。
●必要書類
　①自立支援医療費（育成）支給認定申請書 ②自
立支援医療（育成医療）意見書 ③市町村民税課税
証明書（平成25年１月１日以降に転入した方は前
住所地のもの） ④健康保険証（同じ保険に加入し
ている世帯の方全員のもの） ⑤印鑑 ⑥特定疾病
療養受療証（人工透析療法を受ける方のみ）
●そ の 他

　▽入院中の食費（標準負担額）は助成の対象とな
りません。▽補装具（治療経過中に必要と認めら
れた医療保険適用の治療材料･治療装具）は助成対
象となります。
●申し込み・問い合わせ
　なごみ･総合支援センター（☎287-2525）

●「自立支援医療（育成医療）」とは
　身体に障がいがあるか、そのまま放置すると将来
障がいを残すと認められる18歳未満の方が、その障
がいを除去、軽減するための治療を指定医療機関で
受ける際、その医療費の一部を助成するものです。
●助成の内容
　原則として医療費の９割を助成（１割は自己負
担） ※世帯の所得に応じて上限額があります。
●対象となる障がい
▼肢体不自由
▼視覚障がい
▼聴覚･平衡機能障がい
▼音声、言語、そしゃく機能障がい
▼内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、

直腸と小腸機能障がいを除く内部障がいは、先
天性に限る）

▼ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障がい

４月から窓口が変わります！
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●教育のさらなる発展と向上を祈念して…
２月15日、東海文化センターで「平成24年度（第34回）東海村教育
振興大会」が開催されました。式典では、スポーツや芸術･文化分
野で活躍した児童生徒や指導者62人10団体に表彰状が授与された
ほか、長年にわたり教育の発展に貢献してきた方等６人５団体に
感謝状や褒状が贈られました。教育関係者が一堂に会して行われ
るこの大会――川﨑教育長は「自己研さんに励み、自らを高めてほ
しい」とあいさつし、今後のさらなる発展を祈念しました。また、
式典後は東海村小･中学校平和大使として８月に広島県を訪問し
た児童生徒らの発表や森野熊八さん（料理人）による食育について
の講演などが行われ、来場者は真剣な様子で聞き入っていました。

スポーツや芸術･文化分野で活躍をした児童生徒たちが表彰を受けました

指導者等の日ごろの活動の成果がたたえられました

３月３日、宿区自治会の自主防災組織による避難訓練が実施されまし
た。村消防団（第１分団）も加わり、200人以上が参加した訓練では、
消防団が消防車で津波警報発令を広報し、地域住民らが第１次避難
所へ避難しました。「次に高い場所はどこだろうと考えながら歩きまし
た」など、参加者は災害を想定して避難経路を確認したようです。宿
区自主防災組織の会長･田所洋一さんは「宿区は東日本大震災で津波
被害に遭っています。子どもも含めて家族全員が危機意識を持ち、
避難場所を確認し、実際に歩いてみることが、いざというときの行動
につながります」と、今後も継続して訓練をするとともに、感じたことや
課題の提供を呼び掛け、避難計画の改善につなげたいと話しました。

第１次避難所となっている宿区自治集会所に集まる住民

●宿区で津波を想定した避難訓練を実施

要援護者の避難支援訓練も実施

くみ上げ式の井戸

新たに設置された防災倉庫と井戸の場所を確認
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２月27日、「再生可能エネルギー導入促進事業太陽光発電事業協定
締結式」が行われました。これは村有施設（役場、コミュニティセン
ター）の屋根や土地を民間企業に貸し出し、太陽光発電施設の導入
を促すとともに、地域の活性化につなげようというもの。事業の安
定性や災害時の機能性等を重視して選考が行われた結果、株式会
社クリハラント（常務取締役･那須修二さん）と東海村メガソーラー
株式会社（代表･照沼毅さん）の２社が20年間かけてこの事業に取り
組んでいくこととなりました。施策の柱として環境問題に力を入れ
てきた東海村――公共施設の電力使用量の20パーセント以上を再
生可能エネルギーから創出しようという計画の第一歩となりました。

●公共施設を利用した太陽光発電を

●●何気ないことも● ●地域の“お産”を支える助産師として活躍
２月27日、産科医療功労者厚生労働大臣表彰を受けた戸部万
亀子さん（須和間）が村長を表敬訪問しました。戸部さんは、
助産師として水戸赤十字病院に20年勤務した後、助産院を開
設し、妊婦に寄り添いながら出産を支援してきました。また、
不妊の相談や小中学校での講習会など活動は多岐にわたりま
す。「出産に対してこだわることはよいことです。たとえ指
導が難しくても、“こだわり”の手助けをしたいと思っていま
す。この仕事は、感動があるから続けられます」と話す戸部
さん――助産師が年々減っていく中で、これからも親と子を
温かく支える助産師としてその活躍が期待されます。

●村の農業を担う「認定農業者」に
２月27日、「農業経営改善計画認定証交付式」が行われまし
た。これは、「農業経営改善計画」により、高い収益が見込
まれる効率的な農業経営を行う方が認定されるもので、交
付を受けた「認定農業者」は、農業の中核を担っていきます。
今回新たに認定されたのは、露地野菜等の有機栽培に取り
組む須崎拓志さん（石神外宿）。また、主に稲作に取り組み、
作業受託も行う川野正高さん（豊岡）が再認定を受け、認定
者は23人、22経営体となりました。村上村長は「農業への
積極的な取り組みを頼もしく思っています。これからもよ
ろしくお願いします」とあいさつし、認定証を手渡しました。

【左から】須崎さん、村上村長、根本正文さん（東海
村認定農業者協議会会長）、川野さん

役場（駐車場）を利用した太陽光発電施設の完成イメージ図

【左から】那須さん、村上村長、照沼さん
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ッ
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役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

●４月の休日診療●

受付時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

７日（日）村立東海病院 282-2188
14日（日）茨城東病院 282-1151
21日（日）村立東海病院 282-2188
28日（日）村立東海病院 282-2188
29日（月）東海クリニック 283-1711
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼毎日…午後６時
30分～ 11時30分▼日曜日･祝日･年末年始

（12月29日～１月３日）…午前９時～午後５時

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
全ての電話から（☎ 254-9900）

問合せ スマイルＴＯＫＡＩ事務局
（総合体育館内 ☎283-1001）

●エンジョイ・ヘルスアップ（ストレッチ体操、ヨガなど）

期日 場所
11日（木）総合福祉センター「絆」
18日（木）総合福祉センター「絆」
25日（木）総合福祉センター「絆」
時間 午前９時30分～ 11時
対象 村内在住で40歳以上65歳未満の方
※初めて参加する方は、事前に申し込みください。

●４月の健康体操参加者募集●

●２月の村内交通事故発生状況●

発生件数 死者数 負傷者数

件数 19 0 25
累計

（１月から） 32 0 48

前年比 ±0 ±0 ＋4

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎ 0120-42-4848）
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環
境
衛
生
の
向
上

を
図
り
、
生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、

浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

対
象
▼
▽
村
内
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
▽
公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域

外（
現
在
下
水
道
工
事
が
行
わ
れ
て
い

浄
化
槽
の
点
検（
検
査
）を
装
っ
た

悪
質
商
法
に
に
ご
注
意
を
！

　

最
近
、
県
内
で「
保
健
所
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
浄
化
槽
の
点
検（
検
査
）に
来
ま

し
た
」な
ど
と
浄
化
槽
業
者
を
装
い
、
勝

手
に
点
検（
検
査
）し
、
料
金
を
請
求
す
る

な
ど
の
悪
質
商
法
の
事
例
が
発
生
し
ま
し

た
。
浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
、
個
人
が
委

託
し
た
業
者
が
実
施
す
る
も
の
で
、
他
の

業
者
が
直
接
訪
問
し
て
検
査
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
浄
化
槽
法
に
基
づ

く
検
査
は
、個
人
が
検
査
機
関
に
依
頼
し
、

日
程
調
整
を
し
た
上
で
実
施
す
る
も
の
で

す
。
個
人
で
依
頼
し
て
い
な
い
場
合
は
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
不
審
な
場
合
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
課
管
理
担
当（
内
線
１
２
２
３
）

な
い
場
所
で
も
、
公
共
下
水
道
事
業
計

画
区
域
に
入
っ
て
い
る
場
合
は
不
可
）

▽
専
用
住
宅（
店
舗
併
用
の
場
合
は
居

宅
部
分
の
床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
）

▽
平
成
26
年
３
月
24
日（
月
）ま
で
に
村

の
完
了
検
査
を
受
け
ら
れ
る
▽
５
人
槽

の
場
合
は
床
面
積
１
４
０
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下
、
10
人
槽
の
場
合
は
二
世
帯
住

宅（
浴
室･

台
所
が
そ
れ
ぞ
れ
別
）―
―

を
満
た
す
方

補
助
額
▼
５
人
槽
…
33
万
２
０
０
０
円 

７
人
槽
…
41
万
４
０
０
０
円 

10
人
槽

…
54
万
８
０
０
０
円 

※
単
独
処
理
浄

化
槽
の
撤
去
を
伴
う
場
合
は
９
万
円
を

限
度
に
加
算
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

申
請
書
の
請
求
▼
申
し
込
み
期
間
中
に
、

設
置
す
る
浄
化
槽
の
名
義
人
ま
た
は
そ

の
家
族
が
下
水
道
課（
役
場
行
政
棟
２

階
）へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
※
設
置
場
所

と
設
置
す
る
浄
化
槽
の
大
き
さ
を
確
認
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健
康･

医
療

「
み
ん
な
で
す
こ
や
か
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」を
実
施

　

春
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
歩
く
楽
し
さ

を
実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。“
心
”の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
も
図
れ
ま
す
。

期
日
▼
４
月
３
日（
水
）

時
間
▼
午
前
10
時
か
ら（
受
け
付
け
は
午

前
９
時
30
分
か
ら 

雨
天
時
は
中
止
）

集
合
場
所
▼
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園（
村
立

図
書
館
西
側
）

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

内
容
▼
１
時
間
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（「
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
」ふ
れ
あ

い
の
森
か
ら
文
教
の
小
径
コ
ー
ス
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
や
タ
オ
ル
を
持
参
の

上
、
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

し
た
上
で
申
請
書
等
を
お
渡
し
し
ま
す
。

・

４
月
１
日（
月
）か
ら
12
月
27
日

（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
そ
の
時
点

で
終
了
）に
、
下
水
道
課
管
理
担
当（
内

線
１
２
２
３
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
必
ず
設
置
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
】

期
日
・
場
所
▼
①
５
月
21
日（
火
）･

22
日

（
水
）…
茨
城
県
市
町
村
会
館（
水
戸
市
） 

②
５
月
30
日（
木
）･

31
日（
金
）…
日
立

市
消
防
本
部

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

定
員
▼
①
１
０
５
人 

②
１
２
０
人

種
類
▼
乙
種
第
４
類

受
講
料
▼
１
万
～
１
万
３
０
０
０
円
／
人

・

３
月
27
日（
水
）か
ら
希
望
講
習
日

の
１
週
間
前（
必
着
）ま
で
に
、
郵
便
ま

た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
公
益
社
団

法
人
茨
城
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

（
〒
３
１
０ｰ

０
８
５
２ 

水
戸
市
笠
原
町

９
７
８
‐
２
６ 

☎
301
局
７
８
７
８ 

http://w
w

w
.ibakiren.or.jp

）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
※
講
習
会
案
内
等
は
、

東
海
消
防
署
を
は
じ
め
と
す
る
ひ
た
ち

な
か･

東
海
広
域
事
務
組
合
の
各
消
防

署
と
消
防
本
部
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

期
日
▼
６
月
８
日（
土
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
等
に
関
す
る

お
知
ら
せ

時
間
▼
午
前
９
時
か
ら

場
所
▼
茨
城
工
業
高
等
専
門
学
校（
ひ
た

ち
な
か
市
）

試
験
手
数
料
▼
甲
種
…
５
０
０
０
円
／
人

乙
種（
第
１
～
６
類
）…
３
４
０
０
円
／
人

丙
種
…
２
７
０
０
円
／
人

・

電
子
申
請
の
場
合
は
４
月
５
日

（
金
）の
午
前
９
時
か
ら
21
日（
日
）の
午

後
５
時
ま
で
、
書
面
申
請
の
場
合
は
４

月
８
日（
月
）か
ら
24
日（
水
）（
消
印
有

効
）ま
で
に
、
財
団
法
人
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
茨
城
県
支
部（
〒
３
１
０

‐
０
８
５
２ 

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８

‐
２
５ 

☎
301
局
１
１
５
０ 

http://
w

w
w

.shoubo-shiken.or.jp

）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
※
試
験
案
内
等
は
、

東
海
消
防
署
を
は
じ
め
と
す
る
ひ
た
ち

な
か･
東
海
広
域
事
務
組
合
の
各
消
防

署
と
消
防
本
部
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

対
象
▼
▽
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
国

民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

に
属
し
て
い
る
20
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

方
▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

し
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納

し
て
い
る
方

補
助
対
象
の
医
療
機
関
等
▼
下
表
参
照

医療機関名等
自己負担額

40歳未満・
75歳以上

40歳以上
75歳未満

一
般
ド
ッ
ク

村 立 東 海 病 院（東 海 村 村 松
2081‐2 ☎282-2188） 12,000円 12,000円

日立製作所ひたちなか総合病院
総合健診センター（ひたちなか
市石川町20-1 ☎354-6795）

11,900円 12,200円

日立製作所日立総合病院日立
総合健診センター（日立市城南
町2-1-1 ☎0294-23-3971）

11,900円 12,200円

茨城県メディカルセンター
（水戸市笠原町489-4 ☎243-
1111）

11,900円 12,000円

医療機関名等
自己負担額

医師面接
あり

医師面接
なし

脳
ド
ッ
ク

聖麗メモリアル病院脳ドック
センター（日立市茂宮町841 
☎0294-52-8531）

8,400円 －

日立製作所ひたちなか総合病院
総合健診センター（ひたちなか
市石川町20-1 ☎354-6795）

12,600円 －

日立製作所日立総合病院日立
総合健診センター（日立市城南
町2-1-1 ☎0294-23-3971）

12,600円 10,500円

ブレインピア南太田（常陸太田
市谷河原町1183-1 ☎0294-
70-1711）

11,000円 －

平
成
25
年
度
の
一
般
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳

ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

そ
の
他
▼
①
一
般
ド
ッ
ク
と
村
の
特
定
健

康
診
査･

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
、
各

種
が
ん
検
診（
胃
が
ん･

肺
が
ん･

大
腸
が

ん
）を
併
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
個
人
で
医
療
機
関
へ
予
約
し
た
後
、

必
ず
受
診
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

③
補
助
対
象
外
の
検
査
費
用
等
は
各
医

療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

４
月
８
日（
月
）か
ら
平
成
26
年
３

月
７
日（
金
）ま
で
に
、
保
険
証
と
朱
肉

を
使
う
印
鑑
を
持
参
の
上
、
保
健
年
金

課
国
保
年
金
担
当（
役
場
行
政
棟
１
階 

内
線
１
１
３
２
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽ら

く
ら
く
ち
ゃ

楽
茶
の
間ま

が
、
村
か
ら
の

委
託
を
受
け
て
行
っ
て
い
る「
生
き
が
い
づ
く

り
支
援
事
業
」。健
康
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
、
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
▼

●４月の健康相談●

場　所 保健センター（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 保健センター（☎282-2797）

●健康相談 期日･受付時間

母子健康相談
　（乳幼児身体測定、育児相談）

19日（金）
９:30 ～ 11:00
13:00 ～14:00

元気アップ健康相談
　（健康に関する相談）

※希望日時をご連絡
ください。

●乳幼児健診 期日･受付時間 対象児

乳児 10日（水）
13:00 ～ 13:45

平成24年11月
生まれの子

１歳６か月児 11日（木）
13:00 ～ 13:45

平成23年９月
生まれの子

３歳児 17日（水）
13:00 ～ 13:45

平成22年２月
生まれの子

２歳半歯科 18日（木）
13:00 ～ 13:45

平成22年９月
生まれの子

●乳幼児教室 期日･受付時間 対象児

赤ちゃん教室 16日（火）
13:00 ～ 13:20

平成25年１月
生まれの子

●４月の心配ごと相談･人権相談･行政相談等●

場　所 心配ごと相談所（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 東海村社会福祉協議会（☎282-2804）

相談日 時間 相談種別

５日（金）
10:00 ～ 12:00 弁護士による相談

（当日受け付け）

10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談･
行政相談

12日（金）
10:00 ～ 12:00 行政書士による相談

（事前予約）

10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談･
行政相談

19日（金）10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談

26日（金）10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談･
行政相談

毎週
月･水曜日

13:30 ～ 15:00
（祝日を除く）

心配ごと電話相談
（☎282-0917）

場　所 村民相談室（役場行政棟２階）
問合せ 自治推進課村民相談室（内線1275）

●ニート相談（☎287-0862）

期　日 毎週火･金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～５時

●女性生活相談（☎287-0863）

期　日 毎週月･水･木曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時

●消費生活相談（☎287-0858）

期　日 毎週月～金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時

●ニート相談･女性生活相談･消費生活相談●

福
祉

　

認
知
症
作
業
療
法
と
地
域
の
会
で
は
、
認

知
症
ケ
ア
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
専
門
職
の
方
だ
け
で
は
な
く
、
学
生･

一

般
の
方
な
ど
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
３
月
30
日（
土
） 

午
後
１
時
～
４
時

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

内
容
▼
認
知
症
に
関
す
る
寸
劇
、
リ
ハ
ビ

リ
体
操
、
認
知
症
に
関
す
る
公
開
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。

「
東
海
村
☆
交
流
会
～
今
年
も
や
り
ま
す

“
ど
ん
と
こ
い
！ 

認
知
症
！
”～
」を
開
催

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
助
成
券
を

４
月
１
日
か
ら
発
行
し
ま
す

　

村
で
は
、
次
の
助
成
券
を
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で（
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
、
介
護
福
祉
課

（
役
場
行
政
棟
１
階
）で
発
行
し
ま
す
。

【
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
利
用
料（
即
日
発
行
）】

対
象
等
▼
①
要
介
護
３
以
上
②
身
体
障
害

者
手
帳
１
級･

２
級
③
65
歳
以
上
の
虚
弱

な
方
で
理
美
容
所
を
利
用
す
る
こ
と
が

困
難
―
―
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

【
通
院
時
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金（
即
日
発
行
）】

対
象
等
▼
①
要
介
護
１
以
上
で
65
歳
以
上

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
③
療
育

手
帳
Ⓐ･

Ａ
④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級･

２
級
⑤
難
病
の
認
定
を
受

け
て
い
る
―
―
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方 
※
②
～
⑤
の
方
は
な
ご
み･

総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
で
発
行
と
な
り
ま
す
。

【
は
り･

き
ゆ
う･
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
費

（
即
日
発
行
）】

対
象
等
▼
①
70
歳
以
上
②
身
体
障
害
者
手

帳
１
級･

２
級
―
―
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方 

※
②
の
方
は
な
ご
み･

総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
で
発
行
と
な
り
ま
す
。

【
家
族
介
護
用
品
購
入
費（
助
成
決
定
後
発
行
）】

対
象
等
▼
①
要
介
護
４
以
上
の
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
65
歳
以
上
で
寝
た
き
り

②
要
介
護
３
以
上
の
65
歳
以
上
で
認
知

症
③
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
を
お
持
ち
の
３
歳
以
上
で
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
―
―
の
い
ず
れ
か
の
方
を

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方 

※
③
の
方

は
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
発

行
し
ま
す
。
な
お
、
申
請
は
３
月
26
日

（
火
）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

【

】

　

介
護
福
祉
課
高
齢
支
援
担
当（
内
線

１
１
６
４
）※
▽
不
正
利
用
を
確
認
し
た
場

合
は
、
助
成
券
を
回
収
し
、
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。
▽
現
在
の
助
成
券
の
使

用
は
、
３
月
31
日（
日
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

「
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業
」を
開
催

４
月
２
日

（
火
）

期
日

百
塚
区
自
治
集
会
所

真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

場
所

参
加
費
▼
無
料

大
内
康
雄
さ
ん（
認
知
症
作
業
療
法
と
地

域
の
会
事
務
局 

☎
０
８
０
‐
１
１
９
０

‐
０
９
１
０ 

chiikinokai@
m

ail.
goo.ne.jp

）※
▽
電
話
の
場
合
は
午
後

５
時
以
降
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
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子
育
て

募 集

お
お
ぞ
ら
保
育
園「
ピ
ー
タ
ー

パ
ン
サ
ー
ク
ル
」前
期
会
員
募
集

　

子
ど
も
同
士
の
ふ
れ
あ
い
と
保
護
者
同

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

学
校
施
設
の
利
用
調
整
会
議
を

開
催
し
ま
す

　

村
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体（
▽
村
内
在
住･

在

勤･

在
学
の
方
が
10
人
以
上
▽
20
歳
以
上
の

監
督
者
が
い
る
―
―
を
満
た
す
団
体
）を
対

象
に
、
村
内
の
学
校
施
設
を
開
放
し
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
団
体
の
代
表
者
は
、
必

ず
利
用
調
整
会
議
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
４
月
３
日（
水
）…
小
中
学
校
体
育

「
民
話
の
集
い
」を
開
催

　

村
に
伝
わ
る
民
話
の
伝
承
活
動
の
一
環

と
し
て
、「
民
話
の
集
い
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
３
月
31
日（
日
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
中
央
公
民
館

内
容
▼
▽
新
作
民
話
紙
芝
居
の
上
演（
東

海
村
民
話
再
生
の
会
）…「
お
盆
」「
ヤ

ン
サ
マ
チ
」▽
民
話
だ
っ
ぺ
の
会
、
常

陸
民
話
の
会
の
語
り
▽
川
本
欣
治
さ
ん

（
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
教
授
）の
民
話

の
語
り
な
ど

入
場
料
▼
無
料

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当（
中
央
公

民
館
内 

☎
282
局
３
３
２
９
）

　

道
具
の
使
い
方
や
構
図
の
取
り
方
か
ら

学
べ
る
初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。
静
物

画･

人
物
画･

風
景
画
な
ど
、
１
年
間
で
10

点
ほ
ど
描
き
ま
す
。

期
間
▼
４
月
か
ら
平
成
26
年
２
月
ま
で

（
月
２
回 

日
曜
日
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
村
内
の
公
共
施
設

対
象
▼
高
校
生
以
上
の
方

定
員
▼
20
人
程
度

受
講
料
▼
２
万
円
／
人

そ
の
他
▼
道
具
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

・

高
橋
忠ち

ゅ
う
じ治

さ
ん（
東
海
美
術
連
盟

事
務
局 

☎
283
局
１
１
０
４
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

東
海
美
術
連
盟
の

絵
画
教
室
を
開
催
し
ま
す

対
象
▼
道
路
沿
い
や
公
園
等
の
公
共
ス

ペ
ー
ス
に
あ
る
花
壇
を
管
理
し
、
そ
こ

に
花
を
植
栽
す
る
こ
と
が
で
き
る
村
内

の
団
体（
５
人
以
上
）

配
布
期
日
▼
春（
花
苗
）…
６
月
８
日（
土
）

募 集

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」参
加
団
体

を
募
集
し
ま
す

秋（
球
根
）…
11
月
９
日（
土
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
配
布
数
量
は
、申
請
団
体
数
、

植
栽
面
積
等
を
考
慮
し
て
決
定
し
ま

す
。
▽
事
業
完
了
後
、実
施
報
告
書（
写

真
添
付
）を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・

村
内
公
共
施
設
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
４
月
20
日

（
土
）（
必
着
）ま
で
に
、
持
参･

郵
送･

フ
ァ

ク
シ
ミ
リ･

電
子
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方

法
で
、
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当（
中

央
公
民
館
内 

〒
３
１
９
‐
１
１
１
５ 

船

場
７
６
８ 

☎
282
局
３
３
２
９ 

282
局

２
４
６
６ 

tyuuoukoum
inkan@

vill.
tokai.ibaraki.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

館･

中
学
校
格
技
場
利
用
希
望
の
団
体 

４
月
４
日（
木
）…
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

利
用
希
望
の
団
体

時
間
▼
午
後
７
時
か
ら

場
所
▼
総
合
体
育
館

生
涯
学
習
課
文
化･

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担

当（
内
線
１
４
２
２
）

士
の
交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
▼
５
月
か
ら
９
月
ま
で
の
毎
週
火

曜
日
～
金
曜
日
の
各
曜
日

時
間
▼
午
前
10
時
45
分
～
正
午

場
所
▼
お
お
ぞ
ら
保
育
園

対
象
▼
平
成
22
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
24

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
と

そ
の
保
護
者

募
集
人
員
▼
各
曜
日
先
着
50
組

会
費
▼
無
料

・

火
曜
日
希
望
の
方
は
４
月
16
日

（
火
）、
水
曜
日
希
望
の
方
は
４
月
17
日

（
水
）、
木
曜
日
希
望
の
方
は
４
月
18
日

（
木
）、
金
曜
日
希
望
の
方
は
４
月
19
日

（
金
）の
そ
れ
ぞ
れ
午
前
10
時
～
正
午
に
、 

お
お
ぞ
ら
保
育
園（
☎
287
局
３
５
３
５
）

に
お
越
し
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）。
※
定

員
に
な
る
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

４
月
26
日

（
金
）

４
月
23
日

（
火
）

４
月
19
日

（
金
）

４
月
16
日

（
火
）

４
月
12
日

（
金
）

４
月
９
日

（
火
）

４
月
５
日

（
金
）

豊
白
区
自
治
集
会
所

白
方
区
自
治
集
会
所

内
宿
１
区
自
治
集
会
所

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

舟
石
川
中
丸
区
自
治
集
会
所

舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
集
会
所

村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

百
塚
区
自
治
集
会
所

石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
岡
区
自
治
集
会
所

白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
集
会
所

外
宿
２
区
自
治
集
会
所

石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

対
象
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

参
加
費
▼
３
０
０
円
／
回（
昼
食
代
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽
楽
茶
の
間
事
務
局（
☎

282
局
２
３
３
４
）※
火･

金
曜
日
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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そ
の
他

那
珂
市
●
八
重
桜
ま
つ
り

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

「
日
本
の
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
」に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
―
―

約
２
１
０
０
本
の
八
重
桜
と
約
２
０
０
本

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
誇
る
桜
の
名
所

で
、那
珂
市
の
春
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
▼
４
月
20
日（
土
）か
ら
５
月
６
日

（
月
）ま
で

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
６
時

場
所
▼
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園（
那
珂
市
静

１
７
２
０
‐
１
）

そ
の
他
▼
４
月
27
日（
土
）か
ら
５
月
４
日

（
土
）ま
で
は
、
夜
桜
が
観
賞
で
き
ま
す

（
午
後
９
時
閉
園
）。

那
珂
市
商
工
観
光
課（
☎
298
局
１
１
１
１
）

刃
物
研
ぎ
作
業
日
の
ご
案
内

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
鎌･

包
丁･

は
さ
み
な
ど
の
刃
物
研
ぎ
や
ま
な

板
削
り
等
の
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

作
業
日
▼
４
月
５
日（
金
）･

15
日（
月
）･

25
日

（
木
）、
５
月
７
日（
火
）･

15
日（
水
）･

27
日

（
月
）、６
月
５
日（
水
）･

17
日（
月
）･

25
日（
火
）

場
所
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

費
用
▼
３
０
０
円
か
ら
／
丁

・

作
業
日
の
午
前
９
時
か
ら
11
時
30

分
ま
で
に
、
東
海
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー（
☎
282
局
３
４
４
６
）へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
※
引
き
渡
し
の
時
間
は
、

当
日
の
午
後
１
時
以
降
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
種
類
に
よ
り
翌
日
以
降
の
引
き

渡
し
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

村
と
東
海
村
国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、
７
月

25
日（
木
）か
ら
８
月
６
日（
火
）ま
で
、
村
の

国
際
親
善
姉
妹
都
市･

ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル
ズ

市
を
訪
問
す
る
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
文
化
の
違
い
や
英
会

話
な
ど
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く

は
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

姉
妹
都
市･

ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー

ル
ズ
市
学
生
訪
問
団
員
募
集

募 集

対
象
▼
村
内
在
住
で
平
成
25
年
度
の
学
年

が
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で

の
方

募
集
人
員
▼
18
人 

※
応
募
者
多
数
の
場
合

は
初
め
て
参
加
す
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

費
用
▼
20
万
円
程
度
／
人 

※
▽
航
空
運

賃
等
の
改
定
に
よ
り
金
額
が
変
動
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
▽
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

・

ま
ち
づ
く
り
国
際
化
推
進
課（
役

場
行
政
棟
３
階
）･

姉
妹
都
市
交
流
会
館

（
役
場
西
側
）･

Ｊ
Ｒ
東
海
駅（
待
合
室
前

の
ラ
ッ
ク
）備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
４
月
19
日（
金
）（
必

着
）ま
で
に
、
持
参･

郵
送･

フ
ァ
ク
シ
ミ

リ･

電
子
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、

ま
ち
づ
く
り
国
際
化
推
進
課（
〒
３
１
９

‐
１
１
９
２ 

東
海
３
‐
７
‐
１ 

内

線
１
３
４
２ 

287
局
０
３
１
７ 

m
atidukuri@

vill.tokai.ibaraki.jp

）
ま

た
は
東
海
村
国
際
セ
ン
タ
ー（
姉
妹
都

市
交
流
会
館
内 

〒
３
１
９
‐
１
１
１
７ 

東
海
３
‐
６
‐
７ 

☎
282
局
０
５
３
５ 

282
局
０
５
３
９ 

tsch@
ice.

hidecnet.ne.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
込
書
は
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

４
月
18
日（
木
）か
ら
26
日（
金
）ま
で
、
村

の
国
際
親
善
姉
妹
都
市･

ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル

ズ
市
か
ら
一
般
訪
問
団
が
来
村
し
ま
す
。
皆

さ
ん
も
催
し
に
参
加
し
、
姉
妹
都
市
の
方
々

と
親
交
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
記
念
式
典
】

日
時
▼
４
月
19
日（
金
） 

午
後
５
時
～
６
時

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員
▼
１
０
０
人
程
度

参
加
費
▼
無
料

【
歓
迎
会
】

日
時
▼
４
月
19
日（
金
） 

午
後
６
時
30
分

～
９
時

場
所
▼
Ｊ
Ａ
東
海
会
館

募
集
人
員
▼
１
０
０
人
程
度

参
加
費
▼
一
般
…
３
０
０
０
円
／
人 

中

学
生･

高
校
生
…
１
０
０
０
円
／
人

【
県
内
外
視
察
】

日
時
・
場
所
▼
①
４
月
20
日（
土
） 

午
前

８
時
30
分
～
午
後
８
時
…
千
葉
県
佐
原

市
方
面 

②
４
月
21
日（
日
） 

午
前
８
時

30
分
～
午
後
６
時
…
村
内･

ひ
た
ち
な

か
市
方
面 

③
４
月
25
日（
木
） 

午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
…
笠
間
市
方
面

募
集
人
員
▼
①･

②
…
各
25
人
程
度 

③
…

15
人
程
度

参
加
費
▼
①
…
３
０
０
０
円
／
人 

②･

③

…
各
１
０
０
０
円
／
人 

※
い
ず
れ
も

中
学
生
以
上
の
方
と
な
り
ま
す
。

【
東
北
旅
行
】

期
間
▼
４
月
22
日（
月
）か
ら
24
日（
水
）ま
で

場
所
▼
福
島
県･

宮
城
県･

岩
手
県
方
面

募
集
人
員
▼
20
人
程
度

参
加
費
▼
３
万
円
／
人（
一
般
の
方
の
み
）

【
送
別
会
】

日
時
▼
４
月
25
日（
木
） 

午
後
６
時
～
９
時

場
所
▼
Ｊ
Ａ
東
海
会
館

募
集
人
員
▼
１
０
０
人
程
度

参
加
費
▼
一
般
…
３
０
０
０
円
／
人 

中

学
生･

高
校
生
…
１
０
０
０
円
／
人

【

・

】

　

４
月
10
日（
水
）ま
で
に
、
ま
ち
づ
く
り

国
際
化
推
進
課（
役
場
行
政
棟
３
階 

内
線

１
３
４
２
）ま
た
は
姉
妹
都
市
交
流
会
館（
役

場
西
側 

☎
282
局
０
５
３
５
）備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。な
お
、申
込
書
は
村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

姉
妹
都
市･
ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市

一
般
訪
問
団
と
の
交
流
希
望
者
募
集

募 集
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真崎、村松北、白方、宿、岡、原子力機構（箕輪･百塚･荒谷台）、真砂寮、権現山寮、
南台、緑ヶ丘、押延、須和間、川根、照沼、豊岡、亀下、フローレスタ須和間 （毎週） 月曜日・木曜日
舟石川１、舟石川２、舟石川３、舟石川中丸、百塚、豊白、原子力機構（長堀）、
長堀寮、外宿１、外宿２、船場、竹瓦、内宿１、内宿２ （毎週） 火曜日・金曜日

４月の資源物･ごみ収集日割表 問い合わせ　ごみゼロ推進室（☎282-7289）

真崎、村松北、権現山寮、真砂寮、原子力機構（荒谷台） ２日・16日
原子力機構（長堀）、長堀寮、舟石川３、外宿１、外宿２、
竹瓦 １日・15日

緑ヶ丘、南台、豊岡、亀下 ５日・19日
百塚、豊白、内宿１、内宿２ ４日・18日
白方、岡、原子力機構（百塚） ９日・23日
舟石川１、船場 ８日・22日
宿、川根、照沼、押延、須和間、フローレスタ須和間、
原子力機構（箕輪） 12日・26日

舟石川２、舟石川中丸 11日・25日

燃えないごみ･粗大ごみ
真崎、村松北、舟石川中丸、
外宿２

1日・8日
15日・22日

船場、照沼 1日・15日
原子力機構（長堀･荒谷台･
箕輪）、須和間、フローレス
タ須和間

２日・９日
16日・23日

緑ヶ丘 ２日・16日
白方 ９日・23日

舟石川１、原子力機構（百塚） ３日・10日
17日・24日

宿、押延、岡 3日・17日

外宿１ 10日・24日

内宿１、亀下 ４日・11日
18日・25日

百塚、内宿２、豊岡、舟石川３ ４日・18日
竹瓦 11日・25日

舟石川２ ５日・12日
19日・26日

南台、川根 ５日・19日
豊白 12日・26日
※各回収日の午前７時から８時30分まで

に出してください。

資 源 物

燃えるごみ ※祝日の収集も行います。

■
若
い
女
性
に
子
宮

頸
が
ん
が
増
え
て
い

ま
す
！

　

近
年
、
20･

30
歳

代
の
若
い
女
性
に
子

宮
頸け

い

が
ん
が
増
え
て

い
る
の
は
ご
存
じ
で

す
か
？ 

子
宮
頸
が

ん
は
、
子
宮
の
入
り
口（
頸
部
）に
発
生

す
る
悪
性
腫
瘍
で
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）と
い
う
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
関
与
し
て
い
ま
す
。

■
Ｈ
Ｐ
Ｖ
っ

て
ど
ん
な
ウ

イ
ル
ス
？

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は

と
て
も
あ
り

ふ
れ
た
ウ
イ

ル
ス
で
、
性

交
渉
の
経
験

が
あ
る
女
性

の
80
％
以
上

が
50
歳
ま
で

に
感
染
す
る

と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
特

に
若
い
年
代

の
感
染
率
は

非
常
に
高
い

で
す
。
Ｈ
Ｐ

Ｖ
に
は
１
０
０
種
類
以
上
の
型
が
あ

り
、
そ
の
中
で
15
種
類
程
度
が
、
が
ん

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る「
高
リ

ス
ク
型
」と
呼
ば
れ

ま
す
。

　

感
染
し
た
か
ら

と
い
っ
て
、
症
状

は
何
も
な
く
、
す

ぐ
に
が
ん
が
発
症

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ル

ス
は
、
多
く
の
場
合
、
人
間
の
免
疫
力

に
よ
っ
て
体
か
ら
自
然
に
排
除
さ
れ
ま

す
が
、「
高
リ
ス
ク
型
」の
ウ
イ
ル
ス
が

子
宮
入
り
口
に
長
く
残
る
と
、
が
ん
細

胞
へ
と
進
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　

何
か
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
心
配
に

な
っ
て
病
院
で
検
査
を
受
け
る
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
子
宮
頸
が

ん
は
初
期
の
場
合
、

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん

ど
な
い
の
に
が
ん
が

進
行
し
て
い
る
大
変

恐
ろ
し
い
病
気
な
の
で
す
。
気
付
い
た

と
き
に
は
す
で
に
進
行
し
て
い
た
、
と

い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

■
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
ご
存

じ
で
す
か
？

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
で
、
約
70
％
の
子
宮
頸
が
ん

を
予
防
で
き
ま
す
。

　

村
で
は
、
接
種
対

象
者
の
中
学
１
年
生

か
ら
高
校
１
年
生
ま

で
の
女
子
へ
予
診
票

を
個
別
に
郵
送
し
て

い
ま
す（
４
月
か
ら
中
学
１
年
生
に
な
る

方
に
は
３
月
下
旬
に
郵
送
）。
最
も
望
ま

し
い
接
種
期
間
は
中
学
１
年
生
の
間
と

さ
れ
て
お
り
、３
回
の
接
種
が
必
要
で
す
。

接
種
費
用
は
無
料
で
す
。
な
る
べ
く
中

学
１
年
生
の
間
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

■
20
歳
に
な
っ
た
ら
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
！

　

子
宮
頸
が
ん
は
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

た
か
ら
と
い
っ
て
１
０
０
％
予
防
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
発
見

の
た
め
に
定
期
的
な
子
宮
頸
が
ん
検
診

も
重
要
で
す
。
村
で
は
20
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
子
宮
頸
が

ん
検
診
を
無
料
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
、
子
宮
頸

が
ん
検
診
に
つ
い
て

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

130子宮頸がんを

予防しましょう！
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〈東海村公式ホームページ〉　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「植物油インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

〈東海村公式ホームページ〉　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「植物油インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

「
照
沼
村
年
々
書か

き
あ
げ上

萬よ
ろ
ず

下し
た
が
き
る
い

書
類
」（
照
沼
信
邦
家
文
書
）

と
い
う
冊
子
に
は
、
寛
政
10（
１
７
９
８
）年
か
ら
の
10
年

間
に
作
成
さ
れ
た
文
書
類
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
録

の
一
つ
に
は「
照
沼
村
本
印
分
御お

く
ら
い
り

蔵
入
分 

一
高
弐
百
弐
拾

三
石
弐
斗
九
升
五
合
」（
Ａ
）、
他
の
一
つ
に
は「
照
沼
村
高

百
三
拾
三
石
六
斗
三
升
也（
中
略
）高
五
拾
壱
石
四
斗
三

升
也 

河
方
仙
衛
門（
中
略
）右
御
地じ

と

う頭
様
方
御
知ち

ぎ
ょ
う
し
ょ

行
所
田

畠
」（
Ｂ
）な
ど
と
み
ら
れ
ま
す
。

照
沼
村
の
村
高
は
３
９
１
石

余
で
し
た
。
Ａ
と
Ｂ
に
み
ら
れ

る
石
高
の
合
計
と
ほ
ぼ
一
致
し

ま
す
。
Ａ
に
み
ら
れ
る「
御
蔵

入
分
」と
は
水
戸
藩
主
の
蔵
入

地（
直
轄
領
）を
、
Ｂ
に
み
ら
れ

る「
地
頭
様
方
知
行
所
」と
は
藩

主
が
家
臣
に
与
え
た
知
行
所（
領
地
）を
意
味
し
て
い
ま

す
。
Ｂ
に
よ
る
と
照
沼
村
に
は
河
方
仙
衛
門
の
他
に
、

渡
辺
半
介（
高
23
石
）、
岡
見
弥
七（
高
29
石
６
斗
）、
阿

久
津
佐
市（
高
29
石
６
斗
）の
知
行
所
が
あ
っ
た
こ
と
も

分
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
照
沼
村
は
藩
主
と
そ
の
家
臣

４
人
が
支
配
し
て
い
た
村
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す（
も

ち
ろ
ん
蔵
入
地
の
支
配
は
郡こ

お
り

奉
行
が
行
い
ま
し
た
）。

こ
う
し
た
複
数
の
領
主
が
存
在
す
る
村
を「
相あ

い
き
ゅ
う給

村

落
」と
い
い
、
照
沼
村
の
場
合「
五
給
の
村
」な
ど
と
呼

び
ま
し
た
。
ま
た
、
藩
主
か
ら
知
行
所
を
与
え
ら
れ
た

家
臣
を「
地じ

か

た方
知ち

ぎ
ょ
う行

取と
り

」と
い
い
ま
す
。
一
方
、
藩
主
か

ら
米
を
支
給
さ
れ
て
い
る
家
臣
を「
蔵く

ら

米ま
い

取と
り

」な
ど
と
い

い
ま
し
た
。
水
戸
藩
で
は
両
者
が
併
存
し
て
い
ま
し
た

（
幕
臣
で
あ
る
旗
本
の
場
合
も
同
様
で
し
た
）。

た
だ
し
、
地
方
知
行
取
の
場
合
で
も

知
行
所
に
居
住
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
水
戸
城
下
に
屋
敷
を
与
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
領
主
と
し
て

の
知
行
権（
徴
税
権･

警
察
権･

裁
判
権

な
ど
）も
大
き
く
制
限
さ
れ
、
知
行
所

と
は
い
え
、
郡
奉
行
の
主
導
下
に
置
か

れ
て
お
り
、“
殿
様
と
百
姓（
領
主
と
農

民
）”と
い
う
関
係
は
弱
い
も
の
で
し
た
。

江
戸
時
代
は
封
建
制（
身
分
制
）社
会
と
把
握
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
地
方
知
行
制
が
施
行
さ
れ
て
い
た
場
合

で
も“
殿
様
と
百
姓
”と
い
う
封
建
的･

人
格
的
な
支
配

服
従
関
係
は
実
に
希
薄
な
も
の
で
し
た
。
そ
う
し
て
み

る
と
、
こ
れ
ま
で
と
は
別
の
視
点
で
江
戸
時
代
を
捉
え

直
す
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

発
行　

東
海
村　
　

編
集　

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　

い
ば
ら
き
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い
３
月
25
日
号

並
木
　
克
央

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構

茨
城
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授

　

約
２
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。日
没
後
は
、“
あ
ん
ど
ん
”や“
ぼ

ん
ぼ
り
”に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
す
。
昼
間

と
は
違
う
幻
想
的
な
夜
桜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
期　
　

間	

４
月
１
日（
月
）
～
14
日（
日
）

◆
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
時
間	

日
没
～
午
後
９
時

◆
場　
　

所	

阿
漕
ヶ
浦
公
園

◆
問
い
合
わ
せ	

東
海
村
観
光
協
会（
経
済
課
内 

☎
282

局
１
７
１
１ 

内
線
１
４
３
９
） 

「
照
沼
村
年
々
書
上
萬
下
書
類
」（
照
沼
信
邦
家

文
書
）

▼ 水
戸
藩
の
地
方
知
行
制

第
24
回

東
海
さ
く
ら
ま
つ
り


